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おはなしに親しむ

令和7年８月～令和8年３月まで

パネルシアター、イスとテーブル、絵本コーナー、絵本、絵の具

＜活動の内容＞

「とうきょう　すくわくプログラム」はす

べての乳幼児の「伸びる・育つ（すくす

く）」と「好奇心・探求心（わくわく）」

を応援する幼保共通のプログラムです、

くりのみ保育園はとうきょうすくわくプロ

グラムに参加しています。

令和7年度　とうきょう　すくわくプラグラム活動報告書

１，活動のテーマ

＜テーマの設定理由＞

今年度、園舎の建て替えをしているので、長期にわたって園庭が使えないので、その間、どのよう

に過ごそうかと子どもたちを見渡すと、どのクラスもお話に耳を傾けたり、絵本に見入っていた

り、お話を媒体として発展しながら遊びが広がっていく様子が見られたので、日常の中にあまりに

溶け込んでいるお話だからこそ、そのお話に注目してみた

２、活動スケジュール

３，活動の為に準備した素材や道具、環境の設定

４，探索活動の実践

もともと各クラスにたくさんの絵本や色々な媒体でお話をたのしむ環境が整っているが、さらに深

堀して、ただ受け身で楽しむだけではなく、自分で感じたお話を自分自身で表現できるようにし

た。今年度は「じっくりとお話をたのしむ」というシンプルだけれども大切なことを重要視した。

園の保育の大きな柱である「異年齢児交流」にも発展できるような取り組みができることを目標と

した



＜活動中の子どもの姿・声・子ども同士や保護者との関わり＞

・お話の世界を広げる

子どもたちの大好きな「虹色のさかな」の

お話を聞いてから海の中を自由に描いてみ

ました。

「海って魚いるよね」「魚だけじゃない

よ」「昆布や石もあるよ」「海って大きい

よね」とみんなが描いている海はどんどん

大きくなっていきます

「もっと大きいよね」「いかもいるよね」

「海は大きいよ」と子どもたちの意見で

「海」はどんどん大きくなっていきます

「けど、本当の海はもっとおおきいんじゃ

ない？」の疑問から考えたのは・・

工事中のフェンス、「こんなところ、絵の

具をつけちゃっていいの（笑）」から始ま

り、なんだか、誰が一番高いところに届く

かの競争になりながらもみんなの身体も海

色に染まっています。

工事中の様子を見れるようにと透明のフェンス

も用意してくれたところに色を付けたら、まる

で本当の海の底にようにキラキラしてとっても

きれい

その色の美しさに自分たちの顔や手がどんどん

海色になっていくのもおかまいなし、

指で描いてみたり、絵の具をたっぷりつけたり

と光が差し込み方の不思議を堪能していました。



・お話に親しむ（こどもとしょかん）
「こどもとしょかん」をつくりました。

本も寄付も募り、思い出のたくさん詰まった

素敵な絵本が仲間入り♪

自分たちで楽しむだけではなく、大きな子が

小さな子に読んであげるほほえましい場面も

見られるようになりました。それをまねして、

まだ字を読めない子が、絵を見て、お友達や

さらに小さい子に読んであげるような関りも

増えています。「大きなおばけがニューと出

てきて、バーーーとして、みんな驚きまし

た」と3歳児談

（めっきらもっきらどーんどんより）

大きなクラスの子どもたちが小さなクラスに遊びに来てく

れます。絵本を読んであげる光景もよくみられるようにな

りました。読んでもらう子も安心しきって、まるで小さな

お父さん

子どもたちの絵本を守るために、近所の図書館の方から、職員は全員、「本の修繕と保

存」の仕方を学びました。

パネルシアターでは、お話を聞くだけの受け身ではなく、

自分たちで演じてみたり、話を作ったりしてお友達の前で

披露しました。

はにかみながらも人前に立つ経験は誇らしそうにも見えま

した。



５，振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞

その結果、色々なところに枝葉が伸びていったように思います。また、楽しむだけではなくルール

作りをしたり、子どもの声や気づきから新しい展開が広がってきたように思います。

この一年、お話にフォーカスすると色々な見方ができることがわかり、子どもの世界に密接に関

わっている題材だからこそ、色々な切り口や子どもの発想を広げて新しい世界を私たち大人も体験

したと思います。

身近な世界を子どもたちのアイデアで進めていくことで、思いがけない世界やコミュニケーション

が生まれて、それはとてもあたたかな時間になったと思います。

今年度は、園舎の建て替え真っ最中の園庭が全く使えない状況の中で子どもたちがどのように楽し

い時間を作り上げ、また、こどもたちの発想を受け止めて世界観が広がる、その広がりを子どもの

発想を基に、大人が後押ししながらも下支えをして、さらに次の発想につながるようにしました。


